






第２章 広島の更なる３Ｒを進める「循環型社会の実現」  
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種  別 品  目  名 平成 25 年度使用量 単 位 
第二種 再生砕石 71,472 ㎥ 再生粒度調整砕石 7,765 ㎥ 鉄鋼スラグ 3,615 ㎥ 再生砂 1,971 ㎥ インターロッキングブロック 369 ㎡ 緑化基盤材・吹付材 4,053 ｋℓ  バーク堆肥 10,140 ｋｇ 有機肥料（普通肥料） 1,808 ｋℓ  再生加熱アスファルト混合物 108,255 ｔ その他（エコマーク認定基準に適合するもの） 〔土木製品〕 39 m 

 

 エ 廃棄物排出抑制・リサイクル関連研究開発費助成事業 ［循環型社会課］ 事業者の実施する廃棄物のリサイクル等に関する研究開発を支援し，その成果を事業化することにより，資源循環・廃棄物の削減を積極的に推進します。 【平成 25 年度実績・平成 26 年度内容】平成 26 年度は，2 事業に総額 31,537 千円を支援。 項 目  内   容 対象分野 廃棄物の排出抑制，減量化，リサイクル 対 象 者 ・県内に本社を置く中小企業者 ・構成員の 1/2 以上が県内に本社を置く中小企業者である 2 者以上の共同研究グループ ・県内に主たる事務所を置く組合等 対象経費 即効性が高いと見込まれる研究開発 補 助 率 2/3 以内 補 助 額 10,000 千円以上 20,000 千円以内/件 
 オ 廃棄物排出抑制・リサイクル施設整備費助成事業 ［循環型社会課］ 循環型社会の実現に向け，効果が大きいと認められる廃棄物の排出抑制やリサイクル関係施設の整備に要する費用の一部を助成します。 【平成 25 年度実績】実績なし。 【平成 26 年度内容】1 事業者に支援。 

 項 目 内 容 対象分野 廃棄物の排出抑制，減量化，リサイクル 対 象 者 県内に事務所・事業所を持つ新設施設の設置者 対象経費 技術の先進性，県内への波及効果，県内埋立量の減量効果が高い設備の整備費 補 助 率 1/3 以内（ＣＯ2排出量の削減効果が高い設備の整備は，1/2 以内） 補 助 額 廃棄物排出抑制・リサイクル施設   10,000 千円以上 1 億円以内/件 リサイクル推進施設          5,000 千円以上 50,000 千円以内/件  カ 事業所内廃棄物排出抑制支援事業 [循環型社会課]  廃棄物の排出を抑制するため，廃棄物の排出事業者自らが行う「事業所から排出される廃棄物の排出抑制を目的とする機器整備」に要する費用の一部を助成します。 【平成 25 年度実績・平成 26 年度内容】平成 25 年度は実績なし 項 目 内 容 対象分野 廃棄物の排出抑制 対 象 者 県内に事業所を有する中小企業者等 対象経費 事業所外に排出する廃棄物の重量を 10％以上削減，または，再生利用のために容量を 30％以上減少できる機器の整備費 補 助 率 1/3 以内（特定の産業廃棄物については，1/2 以内） 補 助 額 10,000 千円以内/件 

資料：県循環型社会課 







第２章 広島の更なる３Ｒを進める「循環型社会の実現」  

２４２４２４２４    

２２２２    一般廃棄物の３一般廃棄物の３一般廃棄物の３一般廃棄物の３Ｒの推進Ｒの推進Ｒの推進Ｒの推進    

 

 （１）発生抑制及び減量化（１）発生抑制及び減量化（１）発生抑制及び減量化（１）発生抑制及び減量化    ア 廃棄物抑制啓発広報事業（環境保全活動支援事業） ［環境政策課］ ひろしま地球環境フォーラムと連携し，県民へ温暖化防止や廃棄物の抑制など環境配慮の取組を促す啓発広報を行います。 【平成 25 年度実績・平成 26 年度内容】10 月の「３Ｒ推進月間」から 12 月の「温暖化防止月間」にかけて，テレビ等を通じて，廃棄物の抑制や温暖化防止・環境配慮の取組を促す啓発広報を実施。   ※ 関連事業：容器包装リサイクル法の推進（P22），マイバッグ運動の推進（P10），環境月間行事の実施（P88）  
３３３３    産業廃棄物の３Ｒの推進産業廃棄物の３Ｒの推進産業廃棄物の３Ｒの推進産業廃棄物の３Ｒの推進    

 

 （１）発生抑制及び減量化（１）発生抑制及び減量化（１）発生抑制及び減量化（１）発生抑制及び減量化    ア 多量排出事業者への産業廃棄物処理計画の策定指導 ［産業廃棄物対策課］ 多量排出事業者等へ，産業廃棄物処理計画の策定を指導します。 〈対象事業者〉①前年度の産業廃棄物発生量が 1,000 トン以上の事業者【廃棄物処理法】 ②前年度の産業廃棄物発生量が 500 トン以上 1,000 トン未満の事業者 【生活環境保全条例】 ③前年度の特別管理産業廃棄物発生量が 50 トン以上の事業者【廃棄物処理法】 【平成 25 年度実績・平成 26 年度内容】平成 25 年度は①179 事業者，②68 事業者，③28 事業者が計画を策定。  イ 廃棄物排出事業者責任強化対策事業 ［産業廃棄物対策課］ 平成 20 年度から排出事業者にマニフェスト4交付状況報告が義務化されるなど排出事業者責任が強化されたことから，廃棄物処理法に関する知識の向上を図るため排出事業者講習会を開催し，排出事業者責任の徹底を指導します。 【平成 25 年度実績・平成 26 年度内容】排出事業者にマニフェスト交付状況報告書の提出を周知し，法規制等に係る講習会を開催。排出事業者指導員を配置し，排出事業者責任の徹底を指導。  （２）（２）（２）（２）建設建設建設建設廃棄物のリサイクルの推進廃棄物のリサイクルの推進廃棄物のリサイクルの推進廃棄物のリサイクルの推進    ア 建設リサイクル法の推進 ［技術企画課］ 「建設リサイクル法」の趣旨に基づき，建設副産物のリサイクルを推進します。 また，「建設リサイクル法」に係る広島県実施方針の目標値達成のため，建設リサイクルの推進に向けた基本的な考え方，目標，具体的施策を定め，建設副産物に対する総合的な対策を推進します。 【平成 25 年度実績・平成 26 年度内容】建設リサイクル法届出審査業務及びパトロール等を行い，資源の有効利用と廃棄物の適正な処理を推進。     

【取組状況】【取組状況】【取組状況】【取組状況】    

【取組状況】【取組状況】【取組状況】【取組状況】    

4 マニフェスト：排出事業者が処理業者に処理委託した産業廃棄物を引き渡す際，不法投棄の防止や適正処理の確保を目的に交付する管理票。従来は医療系廃棄物などの特別管理産業廃棄物に限って義務付けられていたが，平成 10 年 12 月 1 日からすべての産業廃棄物に適用された。 
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【平成 25 年度実績・平成 26 年度内容】PCB 廃棄物の保管及び処理の状況を把握するとともに，適正保管及び適正処理を指導。平成 25 年度届出状況は次表のとおり。 図表 2－2－10 PCB 廃棄物保管等届出状況（平成 26 年 3 月 31 日） 種  類 （単位） 保管中 使用中 高 圧 ト ラ ン ス  （ 台 ） 682 361 高 圧 コ ン デ ン サ （ 台 ） 6,518 500 低 圧 ト ラ ン ス  （ 台 ） 1,083 14 低 圧 コ ン デ ン サ （ 台 ） 16,294 71 柱 上 ト ラ ン ス  （ 台 ） 194,377 125,000 安 定 器     （ 台 ） 103,343 5,342 P C B       （ k g ） 3,534 － P C B を 含 む 油   （ k g ） 479,683 230 感 圧 複 写 紙 （ ﾉ ｰ ｶ ｰ ﾎ ﾞ ﾝ 紙 ）（ k g ） 27,008 － ウ エ ス      （ k g ） 36,281 － そ の 他 機 器   （ 台 ） 2,958 1,328 届 出 事 業 所 数 1,447 － （注）容量で報告されたものは重量に換算              資料：県産業廃棄物対策課  エ 優良な産業廃棄物処理業者の育成（産業廃棄物処理情報管理推進事業）［産業廃棄物対策課］ 産業廃棄物処理業者等における電子マニフェストの導入，優良認定の取得や社会貢献の活動を支援し，優良な処理業者の育成，業界の健全な発展を促進します。 実 施 主 体 一般社団法人広島県資源循環協会 事  業  名 電子マニフェスト導入事業 優良業者支援事業 社会貢献事業 事 業 内 容 協会が独自開発したシステムにより電子マニフェストの導入を支援 優良認定を取得するための協会の取組みを支援 不法投棄された廃棄物の撤去等地域社会へ貢献し県民理解を深める協会の取組みを支援 補  助  率 1/2 補 助 金 額 4,000 千円 【平成 25 年度実績・平成 26 年度内容】産業廃棄物処理業者等の電子マニフェストの導入，優良認定の取得，社会貢献の活動を支援。  （２）処理施設の確保（２）処理施設の確保（２）処理施設の確保（２）処理施設の確保    ア 公共関与廃棄物処分場整備事業 ［産業廃棄物対策課］ 【平成 25 年度実績】五日市処分場の後継処分場として，広島地域（出島地区）において新たな最終処分場を整備。 【平成 26 年度内容】平成 26 年６月から出島処分場において廃棄物の受入を開始。運営主体の一般財団法人広島県環境保全公社と連携して出島処分場の適正な管理・運営を実施するとともに，今後の公共関与処分場のあり方について検討。       






